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(57)【要約】
【課題】画像処理の多様な要求に迅速かつ容易に対応し
、操作性を向上させること。
【解決手段】画像データを入力する、それぞれ異なる機
能を有する複数の入力部６０３の中から所望の入力部を
選択する第１選択部６０１と、画像データを出力する、
それぞれ異なる機能を有する複数の出力部６０４の中か
ら所望の出力部を選択する第２選択部６０２とを備え、
第１選択部６０１によって選択された入力部６０３およ
び第２選択部６０２によって選択された出力部６０４を
制御して、入力部６０３により入力された画像データを
、出力部６０４により出力する。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　同一の画像データに基づいて異なった送信手段の宛先に同時に送信する画像送信装置で
あって、
　任意の宛先と送信手段の組み合わせを登録する登録手段を有することを特徴とする画像
送信装置。
【請求項２】
　同一の画像データに基づいて異なった送信手段の宛先に同時に送信する画像送信方法で
あって、
　任意の宛先と送信手段の組み合わせを登録する登録工程を有することを特徴とする画像
送信方法。
【請求項３】
　前記請求項２に記載された方法をコンピュータに実行させるプログラムを記録したこと
を特徴とするコンピュータ読み取り可能な記録媒体。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像データを入力する、それぞれ異なる機能を有する複数の入力手段（形式
）と、画像データを出力する、それぞれ異なる機能を有する複数の出力手段（形式）とを
備えた画像送信装置、画像送信方法およびその方法をコンピュータに実行させるプログラ
ムを記録したコンピュータ読み取り可能な記録媒体に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、画像データ処理の多様化にともない、入力される画像データ、出力される画像デ
ータの処理工程が多様化・複雑化し、それらの処理工程を組み合わせたディジタル複合機
が画像処理装置の主流となりつつある。そのディジタル複合機によれば、画像データの処
理に関し、多くの機能を実現することができることが特徴となっている。
【０００３】
　画像処理装置の機能の向上にともなって、その画像処理装置の操作性の向上も重要とな
ってきている。そのような状況において、画像処理装置における画像処理は、画像データ
の入力機能と画像データの出力機能とに分けることができる。そして、通常、入力機能と
出力機能とは一連の処理として括られ、あらかじめ関連付けられ、関連付けられた入力機
能と出力機能の括りを所定の処理として取り扱うようにしてきた。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、入力機能と出力機能をあらかじめ関連付けて組み合わせてしまうと、組
み合わせの内容によっては操作者が所望する操作をおこなうことができない、あるいは操
作をするのが複雑となり、操作性が低下するという問題点があった。
【０００５】
　また、多様な要求に応じるための想定できる機能の組み合わせごとに関連付けることに
すると、その機能を指定するためのキーを機能ごとに設けなければならず、キーの数が増
加する。そのため、多くのキーの中から所望の機能に該当するキーを見つけだすのが困難
になる場合があるという問題点があった。特に、入力手段、出力手段の種類増加にともな
い、キー数が増加することは、操作の複雑化、煩雑化をまねき、操作性をより低下させて
しまうことになる。
【０００６】
　この発明は、上述の点に鑑みてなされたものであり、画像処理の多様な要求に迅速かつ
容易に対応し、操作性を向上させることが可能な画像送信装置、画像送信方法およびその
方法をコンピュータに実行させるプログラムを記録したコンピュータ読み取り可能な記録
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媒体を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するために、この発明にかかる画像処理装置は、画像データを入力する
、それぞれ異なる機能を有する複数の入力手段と、画像データを出力する、それぞれ異な
る機能を有する複数の出力手段とを備えた画像処理装置において、前記複数の入力手段の
中から所望の入力手段を選択する第１の選択手段と、前記複数の出力手段の中から所望の
出力手段を選択する第２の選択手段と、前記第１の選択手段によって選択された選択入力
手段および前記第２の選択手段によって選択された選択出力手段を制御して、前記選択入
力手段により入力された画像データを、前記選択出力手段により出力する処理制御手段と
、を備えたことを特徴とする。
【０００８】
　この発明によれば、入力手段と出力手段をそれぞれ別個に選択することができ、入力手
段と出力手段の所望の組み合わせによる画像処理をおこなうことができる。
【０００９】
　また、この発明にかかる画像処理装置は、上記発明において、さらに、前記選択入力手
段が前記第１の選択手段によって選択された際に、前記選択入力手段の画像データの入力
条件を設定する入力条件設定画面を表示する第１の表示手段を備えたことを特徴とする。
【００１０】
　この発明によれば、入力手段による画像データの詳細な入力条件を容易に設定すること
ができる。
【００１１】
　また、この発明にかかる画像処理装置は、上記発明において、さらに、前記選択出力手
段が前記第２の選択手段によって選択された際に、前記選択出力手段の画像データの出力
条件を設定する出力条件設定画面を表示する第２の表示手段を備えたことを特徴とする。
【００１２】
　この発明によれば、出力手段による画像データの詳細な出力条件を容易に設定すること
ができる。
【００１３】
　また、この発明にかかる画像処理装置は、上記発明において、さらに、文字、記号、絵
等から構成された、前記入力手段を示すキーを表示する第３の表示手段を備え、前記第１
の選択手段が、前記第３の表示手段に表示されたキーを押下または接触することにより前
記入力手段を選択することを特徴とする。
【００１４】
　この発明によれば、キーのデザインを表示画面上で変更することにより、入力手段の追
加、変更、削除等を容易におこなうことができる。
【００１５】
　また、この発明にかかる画像処理装置は、上記発明において、さらに、文字、記号、絵
等から構成された、前記出力手段を示すキーを表示する第４の表示手段を備え、前記第２
の選択手段が、前記第４の表示手段に表示されたキーを押下または接触することにより前
記出力手段を選択することを特徴とする。
【００１６】
　この発明によれば、キーのデザインを表示画面上で変更することにより、出力手段の追
加、変更、削除等を容易におこなうことができる。
【００１７】
　また、この発明にかかる画像処理装置は、上記発明において、前記第１の選択手段が、
所望の入力手段を複数選択し、前記処理制御手段が、前記第１の選択手段によって選択さ
れた複数の選択入力手段および前記第２の選択手段によって選択された選択出力手段を制
御して、前記複数の選択入力手段により入力された画像データを、前記選択出力手段によ
り出力することを特徴とする。
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【００１８】
　この発明によれば、一度の操作で、複数の画像データを異なる入力手段から入力し、そ
の入力したデータを出力することができる。
【００１９】
　また、この発明にかかる画像処理装置は、上記発明において、前記第２の選択手段が、
所望の出力手段を複数選択し、前記処理制御手段が、前記第１の選択手段によって選択さ
れた選択入力手段および前記第２の選択手段によって選択された複数の選択出力手段を制
御して、前記選択入力手段により入力された画像データを、前記複数の選択出力手段によ
り出力することを特徴とする。
【００２０】
　この発明によれば、入力手段により入力されたデータを、一度の操作で複数の出力手段
によりそれぞれ出力することができる。
【００２１】
　また、この発明にかかる画像処理装置は、上記発明において、さらに、前記第１の選択
手段により選択された選択入力手段と、前記第２の選択手段により選択された選択出力手
段との組み合わせに関する情報を記憶する記憶手段を備えたことを特徴とする。
【００２２】
　この発明によれば、所望の組み合わせを次回利用する場合に改めて設定し直す必要がな
い。
【００２３】
　また、この発明にかかる画像処理装置は、上記発明において、前記記憶手段により記憶
された組み合わせに関する情報の中から所望の組み合わせを選択する第３の選択手段を備
え、前記処理制御手段が、前記第３の選択手段によって選択された選択入力手段および選
択出力手段を制御して、前記選択入力手段により入力された画像データを、前記選択出力
手段により出力しまたは蓄積することを特徴とする。
【００２４】
　この発明によれば、所望の組み合わせを容易に選択することができる。
【００２５】
　また、この発明にかかる画像処理装置は、上記発明において、前記入力手段が、原稿画
像を読み取る原稿読取ユニットおよび／または装置本体内に備えられたデータ記憶部ある
いは装置本体に接続された外部装置に蓄積されたデータを入力する装置であることを特徴
とする。
【００２６】
　また、この発明にかかる画像処理装置は、上記発明において、前記出力手段が、画像形
成装置および／またはデータ送信装置および／または装置本体内に備えられたデータ記憶
部あるいは装置本体に接続された外部装置にデータを出力しかつ蓄積する装置であること
を特徴とする。
【００２７】
　また、この発明にかかる画像処理システムは、上記に記載の画像処理装置および前記画
像処理装置が接続されるネットワークを備えたことを特徴とする。
【００２８】
　また、この発明にかかる画像処理システムは、上記発明において、前記ネットワークが
インターネットであることを特徴とする。
【００２９】
　また、この発明にかかる画像処理方法は、画像データを入力する、それぞれ異なる機能
を有する複数の入力工程の中から所望の入力工程を選択する第１の選択工程と、画像デー
タを出力する、それぞれ異なる機能を有する複数の出力工程の中から所望の出力手段を選
択する第２の選択工程と、前記第１の選択工程によって選択された選択入力工程により入
力された画像データを、前記第２の選択工程によって選択された選択出力工程により出力
する処理工程と、を含んだことを特徴とする。
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【００３０】
　この発明によれば、入力工程と出力工程をそれぞれ別個に選択することができ、入力工
程と出力工程の所望の組み合わせによる画像処理をおこなうことができる。
【００３１】
　また、この発明にかかる画像処理方法は、画像データを入力する、それぞれ異なる機能
を有する複数の入力工程の中から所望の入力工程を選択する第１の選択工程と、前記第１
の選択工程によって選択された選択入力工程が画像データを入力する条件を設定する入力
条件設定工程と、画像データを出力する、それぞれ異なる機能を有する複数の出力工程の
中から所望の出力手段を選択する第２の選択工程と、前記入力条件設定工程により設定さ
れた入力条件に基づいて、前記選択入力工程により入力された画像データを、前記第２の
選択工程によって選択された選択出力工程により出力する処理工程と、を含んだことを特
徴とする。
【００３２】
　この発明によれば、入力工程による画像データの詳細な入力条件を容易に設定すること
ができる。
【００３３】
　また、この発明にかかる画像処理方法は、画像データを入力する、それぞれ異なる機能
を有する複数の入力工程の中から所望の入力工程を選択する第１の選択工程と、画像デー
タを出力する、それぞれ異なる機能を有する複数の出力工程の中から所望の出力手段を選
択する第２の選択工程と、前記第２の選択工程によって選択された選択出力工程が画像デ
ータを出力する条件を設定する出力条件設定工程と、前記選択入力工程により入力された
画像データを、前記出力条件設定工程により設定された出力条件に基づいて、前記選択出
力工程により出力する処理工程と、を含んだことを特徴とする。
【００３４】
　この発明によれば、出力工程による画像データの詳細な出力条件を容易に設定すること
ができる。
【００３５】
　また、この発明にかかる画像処理方法は、上記発明において、前記第１の選択工程が、
所望の入力工程を複数選択し、前記処理工程が、前記第１の選択工程によって選択された
複数の選択入力工程により入力された画像データを、前記第２の選択工程によって選択さ
れた選択出力工程により出力することを特徴とする。
【００３６】
　この発明によれば、一度の操作で、複数の画像データを異なる入力工程から入力し、そ
の入力したデータを出力することができる。
【００３７】
　また、この発明にかかる画像処理方法は、上記発明において、前記第２の選択工程が、
所望の出力工程を複数選択し、前記処理工程が、前記第１の選択工程によって選択された
選択入力工程により入力された画像データを、前記第２の選択工程によって選択された複
数の選択出力工程により出力することを特徴とする。
【００３８】
　この発明によれば、入力手段により入力されたデータを、一度の操作で複数の出力手段
によりそれぞれ出力することができる。
【００３９】
　また、この発明にかかる画像処理方法は、上記発明において、さらに、前記第１の選択
工程により選択された選択入力工程と、前記第２の選択工程により選択された選択出力工
程との組み合わせに関する情報の中から所望の組み合わせを選択する第３の選択工程を備
えたことを特徴とする。
【００４０】
　この発明によれば、所望の組み合わせを次回利用する場合に改めて設定し直す必要がな
く、所望の組み合わせを容易に選択することができる。
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【００４１】
　また、この発明にかかる画像処理方法は、上記記載の発明において、前記入力工程が、
原稿画像を読み取る原稿読取工程および／または蓄積されたデータを入力する工程である
ことを特徴とする。
【００４２】
　また、この発明にかかる画像処理方法は、上記記載の発明において、前記出力工程が、
画像形成工程および／またはデータ送信工程および／またはデータを蓄積する工程である
ことを特徴とする。
【００４３】
　また、この発明にかかる記録媒体は、上記に記載された方法をコンピュータに実行させ
るプログラムを記録したことにより、そのプログラムを機械読み取り可能となり、これに
よって、上記の動作をコンピュータによって実現することが可能となる。
【発明の効果】
【００４４】
　以上説明したように、この発明によれば、画像データを入力する、それぞれ異なる機能
を有する複数の入力手段の中から所望の入力手段を選択する第１の選択手段と、画像デー
タを出力する、それぞれ異なる機能を有する複数の出力手段の中から所望の出力手段を選
択する第２の選択手段と、前記第１の選択手段によって選択された選択入力手段および前
記第２の選択手段によって選択された選択出力手段を制御して、前記選択入力手段により
入力された画像データを、前記選択出力手段により出力する処理制御手段と、を備えるた
め、入力手段と出力手段をそれぞれ別個に選択することができ、入力手段と出力手段の所
望の組み合わせによる画像処理をおこなうことができ、これにより、画像処理の多様な要
求に迅速かつ容易に対応し、操作性を向上させることが可能な画像処理装置が得られると
いう効果を奏する。
【００４５】
　また、この発明によれば、さらに、前記選択入力手段が前記第１の選択手段によって選
択された際に、前記選択入力手段の画像データの入力条件を設定する入力条件設定画面を
表示する第１の表示手段を備えるため、入力手段による画像データの詳細な入力条件を容
易に設定することができ、これにより、画像処理の多様な要求に迅速かつ容易に対応し、
操作性を向上させることが可能な画像処理装置が得られるという効果を奏する。
【００４６】
　また、この発明によれば、さらに、前記選択出力手段が前記第２の選択手段によって選
択された際に、前記選択出力手段の画像データの出力手段による画像データの詳細な出力
条件を容易に設定することができ、これにより、画像処理の多様な要求に迅速かつ容易に
対応し、操作性を向上させることが可能な画像処理装置が得られるという効果を奏する。
【００４７】
　また、この発明によれば、さらに、文字、記号、絵等から構成された、前記入力手段を
示すキーを表示する第３の表示手段を備え、前記第１の選択手段が、前記第３の表示手段
に表示されたキーを押下または接触することにより前記入力手段を選択するため、キーの
デザインを表示画面上で変更することにより、入力手段の追加、変更、削除等を容易にお
こなうことができ、これにより、画像処理の多様な要求に迅速かつ容易に対応し、操作性
を向上させることが可能な画像処理装置が得られるという効果を奏する。
【００４８】
　また、この発明によれば、さらに、文字、記号、絵等から構成された、前記出力手段を
示すキーを表示する第４の表示手段を備え、前記第２の選択手段が、前記第４の表示手段
に表示されたキーを押下または接触することにより前記出力手段を選択するため、キーの
デザインを表示画面上で変更することにより、出力手段の追加、変更、削除等を容易にお
こなうことができ、これにより、画像処理の多様な要求に迅速かつ容易に対応し、操作性
を向上させることが可能な画像処理装置が得られるという効果を奏する。
【００４９】
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　また、この発明によれば、前記第１の選択手段が、所望の入力手段を複数選択し、前記
処理制御手段が、前記第１の選択手段によって選択された複数の選択入力手段および前記
第２の選択手段によって選択された選択出力手段を制御して、前記複数の選択入力手段に
より入力された画像データを、前記選択出力手段により出力するため、一度の操作で、複
数の画像データを異なる入力手段から入力し、その入力したデータを出力することができ
る。これにより、画像処理の多様な要求に迅速かつ容易に対応し、操作性を向上させるこ
とが可能な画像処理装置が得られるという効果を奏する。
【００５０】
　また、この発明によれば、前記第２の選択手段が、所望の出力手段を複数選択し、前記
処理制御手段が、前記第１の選択手段によって選択された選択入力手段および前記第２の
選択手段によって選択された複数の選択出力手段を制御して、前記選択入力手段により入
力された画像データを、前記複数の選択出力手段により出力するため、入力手段により入
力されたデータを、一度の操作で複数の出力手段によりそれぞれ出力することができ、こ
れにより、画像処理の多様な要求に迅速かつ容易に対応し、操作性を向上させることが可
能な画像処理装置が得られるという効果を奏する。
【００５１】
　また、この発明によれば、さらに、前記第１の選択手段により選択された選択入力手段
と、前記第２の選択手段により選択された選択出力手段との組み合わせに関する情報を記
憶する記憶手段を備えたので、所望の組み合わせを次回利用する場合に改めて設定し直す
必要がなく、これにより、画像処理の多様な要求に迅速かつ容易に対応し、操作性を向上
させることが可能な画像処理装置が得られるという効果を奏する。
【００５２】
　また、この発明によれば、上記発明において、前記記憶手段により記憶された組み合わ
せに関する情報の中から所望の組み合わせを選択する第３の選択手段を備え、前記処理制
御手段が、前記第３の選択手段によって選択された選択入力手段および選択出力手段を制
御して、前記選択入力手段により入力された画像データを、前記選択出力手段により出力
するので、所望の組み合わせを容易に選択することができ、これにより、画像処理の多様
な要求に迅速かつ容易に対応し、操作性を向上させることが可能な画像処理装置が得られ
るという効果を奏する。
【００５３】
　また、この発明によれば、前記入力手段が、原稿画像を読み取る原稿読取ユニットおよ
び／または装置本体内に備えられたデータ記憶部あるいは装置本体に接続された外部装置
に蓄積されたデータを入力する装置であり、これにより、画像処理の多様な要求に迅速か
つ容易に対応し、操作性を向上させることが可能な画像処理装置が得られるという効果を
奏する。
【００５４】
　また、この発明によれば、前記出力手段が、画像形成装置および／またはデータ送信装
置および／または装置本体内に備えられたデータ記憶部あるいは装置本体に接続された外
部装置にデータを出力しかつ蓄積する装置であり、これにより、画像処理の多様な要求に
迅速かつ容易に対応し、操作性を向上させることが可能な画像処理装置が得られるという
効果を奏する。
【００５５】
　また、この発明によれば、前記画像処理装置および前記画像処理装置が接続されるネッ
トワークを備え、これにより、ネットワークをもちいた画像処理の多様な要求に迅速かつ
容易に対応し、操作性を向上させることが可能な画像処理システムが得られるという効果
を奏する。
【００５６】
　また、この発明によれば、前記ネットワークがインターネットであり、これにより、イ
ンターネットをもちいた画像処理の多様な要求に迅速かつ容易に対応し、操作性を向上さ
せることが可能な画像処理システムが得られるという効果を奏する。
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【００５７】
　また、この発明によれば、画像データを入力する、それぞれ異なる機能を有する複数の
入力工程の中から所望の入力工程を選択する第１の選択工程と、画像データを出力する、
それぞれ異なる機能を有する複数の出力工程の中から所望の出力手段を選択する第２の選
択工程と、前記第１の選択工程によって選択された選択入力工程により入力された画像デ
ータを、前記第２の選択工程によって選択された選択出力工程により出力する処理工程と
、を含むため、入力工程と出力工程をそれぞれ別個に選択することができ、入力工程と出
力工程の所望の組み合わせによる画像処理をおこなうことができ、これにより、画像処理
の多様な要求に迅速かつ容易に対応し、操作性を向上させることが可能な画像処理方法が
得られるという効果を奏する。
【００５８】
　また、この発明によれば、画像データを入力する、それぞれ異なる機能を有する複数の
入力工程の中から所望の入力工程を選択する第１の選択工程と、前記第１の選択工程によ
って選択された選択入力工程が画像データを入力する条件を設定する入力条件設定工程と
、画像データを出力する、それぞれ異なる機能を有する複数の出力工程の中から所望の出
力手段を選択する第２の選択工程と、前記入力条件設定工程により設定された入力条件に
基づいて、前記選択入力工程により入力された画像データを、前記第２の選択工程によっ
て選択された選択出力工程により出力する処理工程と、を含むため、入力工程による画像
データの詳細な入力条件を容易に設定することができ、これにより、画像処理の多様な要
求に迅速かつ容易に対応し、操作性を向上させることが可能な画像処理方法が得られると
いう効果を奏する。
【００５９】
　また、この発明によれば、画像データを入力する、それぞれ異なる機能を有する複数の
入力工程の中から所望の入力工程を選択する第１の選択工程と、画像データを出力する、
それぞれ異なる機能を有する複数の出力工程の中から所望の出力手段を選択する第２の選
択工程と、前記第２の選択工程によって選択された選択出力工程が画像データを出力する
条件を設定する出力条件設定工程と、前記選択入力工程により入力された画像データを、
前記出力条件設定工程により設定された出力条件に基づいて、前記選択出力工程により出
力する処理工程と、を含むため、出力工程による画像データの詳細な出力条件を容易に設
定することができ、これにより、画像処理の多様な要求に迅速かつ容易に対応し、操作性
を向上させることが可能な画像処理方法が得られるという効果を奏する。
【００６０】
　また、この発明によれば、前記第１の選択工程が、所望の入力工程を複数選択し、前記
処理工程が、前記第１の選択工程によって選択された複数の選択入力工程により入力され
た画像データを、前記第２の選択工程によって選択された選択出力工程により出力するた
め、一度の操作で、複数の画像データを異なる入力工程から入力し、その入力したデータ
を出力することができ、これにより、画像処理の多様な要求に迅速かつ容易に対応し、操
作性を向上させることが可能な画像処理方法が得られるという効果を奏する。
【００６１】
　また、この発明によれば、前記第２の選択工程が、所望の出力工程を複数選択し、前記
処理工程が、前記第１の選択工程によって選択された選択入力工程により入力された画像
データを、前記第２の選択工程によって選択された複数の選択出力工程により出力するた
め、入力手段により入力されたデータを、一度の操作で複数の出力手段によりそれぞれ出
力することができ、これにより、画像処理の多様な要求に迅速かつ容易に対応し、操作性
を向上させることが可能な画像処理方法が得られるという効果を奏する。
【００６２】
　また、この発明によれば、さらに、前記第１の選択工程により選択された選択入力工程
と、前記第２の選択工程により選択された選択出力工程との組み合わせに関する情報の中
から所望の組み合わせを選択する第３の選択工程を備えるため、所望の組み合わせを次回
利用する場合に改めて設定し直す必要がなく、所望の組み合わせを容易に選択することが
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でき、これにより、画像処理の多様な要求に迅速かつ容易に対応し、操作性を向上させる
ことが可能な画像処理方法が得られるという効果を奏する。
【００６３】
　また、この発明によれば、前記入力工程が、原稿画像を読み取る原稿読取工程および／
または蓄積されたデータを入力する工程であり、これにより、画像処理の多様な要求に迅
速かつ容易に対応し、操作性を向上させることが可能な画像処理方法が得られるという効
果を奏する。
【００６４】
　また、この発明によれば、前記出力工程が、画像形成工程および／またはデータ送信工
程および／またはデータを蓄積する工程であり、これにより、画像処理の多様な要求に迅
速かつ容易に対応し、操作性を向上させることが可能な画像処理方法が得られるという効
果を奏する。
【００６５】
　また、この発明によれば、上記に記載された方法をコンピュータに実行させるプログラ
ムを記録したことで、そのプログラムを機械読み取り可能となり、これによって、上記の
動作をコンピュータによって実現することが可能な記録媒体が得られるという効果を奏す
る。
【図面の簡単な説明】
【００６６】
【図１】この発明の実施の形態１にかかる画像処理装置を含む画像処理システムのシステ
ム構成を示す説明図である。
【図２】実施の形態１にかかる画像処理装置のハードウエア構成の一例を示すブロック図
である。
【図３】実施の形態１にかかる画像処理装置の原稿読取装置（ユニット）のハードウエア
構成の一例を示すブロック図である。
【図４】実施の形態１にかかる画像処理装置の画像形成装置（ユニット）のハードウエア
構成の一例を示すブロック図である。
【図５】実施の形態１にかかる画像処理装置のファクシミリ制御装置（ユニット））のハ
ードウエア構成の一例を示すブロック図である。
【図６】実施の形態１にかかる画像処理装置の操作部の構成を機能的に示すブロック図で
ある。
【図７】実施の形態１にかかる画像処理装置の操作部の外観の一例を示す説明図である。
【図８】実施の形態１にかかる画像処理装置の操作部の表示画面に表示される表示内容の
一例を示す説明図である。
【図９】実施の形態１にかかる画像処理装置の操作部の表示画面に表示される表示内容の
別の一例を示す説明図である。
【図１０】実施の形態１にかかる画像処理装置の操作部の表示画面に表示される表示内容
の別の一例を示す説明図である。
【図１１】実施の形態１にかかる画像処理装置の図８～図１０に示された操作指示に対応
した処理の内容を示す説明図である。
【図１２】実施の形態１にかかる画像処理装置の操作部の表示画面に表示される表示内容
の別の一例を示す説明図である。
【図１３】実施の形態１にかかる画像処理装置の図１２に示された操作指示に対応した処
理の内容を示す説明図である。
【図１４】実施の形態１にかかる画像処理装置の操作部の表示画面に表示される表示内容
の別の一例を示す説明図である。
【図１５】実施の形態１にかかる画像処理装置の図１４に示された操作指示に対応した処
理の内容を示す説明図である。
【図１６】実施の形態１にかかる画像処理装置の操作部の表示画面に表示される表示内容
の別の一例を示す説明図である。
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【図１７】実施の形態１にかかる画像処理装置の図１６に示された操作指示に対応した処
理の内容を示す説明図である。
【図１８】実施の形態１にかかる画像処理装置の操作部の表示画面に表示される表示内容
の別の一例を示す説明図である。
【図１９】実施の形態１にかかる画像処理装置の図１８に示された操作指示に対応した処
理の内容を示す説明図である。
【図２０】実施の形態１にかかる画像処理装置の一連の処理の手順を示すフローチャート
である。
【図２１】本実施の形態１にかかる画像処理装置の一連の処理の別の手順を示すフローチ
ャートである。
【図２２】実施の形態２にかかる画像処理装置の操作部の表示画面に表示される表示内容
の一例を示す説明図である。
【図２３】実施の形態２にかかる画像処理装置の操作部の表示画面に表示される表示内容
の別の一例を示す説明図である。
【図２４】実施の形態２にかかる画像処理装置の操作部の表示画面に表示される表示内容
の別の一例を示す説明図である。
【図２５】実施の形態２にかかる画像処理装置の図２２～２４に示された操作指示に対応
した処理の内容を示す説明図である。
【図２６】実施の形態２にかかる画像処理装置の一連の処理の手順を示すフローチャート
である。
【図２７】実施の形態３にかかる画像処理装置の操作部の構成を機能的に示すブロック図
である。
【図２８】実施の形態３にかかる画像処理装置の操作部の一部および表示画面に表示され
る表示内容の一例を示す説明図である。
【図２９】実施の形態３にかかる画像処理装置の操作部の一部および表示画面に表示され
る表示内容の別の一例を示す説明図である。
【図３０】実施の形態３にかかる画像処理装置の操作部の一部および表示画面に表示され
る表示内容の別の一例を示す説明図である。
【図３１】実施の形態３にかかる画像処理装置の操作指示（コピー機能）に対応した処理
の内容を示す説明図である。
【図３２】実施の形態３にかかる画像処理装置の別の操作指示（ファクシミリ機能）に対
応した処理の内容を示す説明図である。
【図３３】実施の形態３にかかる画像処理装置の別の操作指示（スキャナー機能）に対応
した処理の内容を示す説明図である。
【図３４】実施の形態３にかかる画像処理装置の操作指示（プリンター機能）に対応した
処理の内容を示す説明図である。
【図３５】実施の形態３にかかる画像処理装置の一連の処理の手順を示すフローチャート
である。
【図３６】実施の形態３にかかる画像処理装置の一連の処理の別の手順を示すフローチャ
ートである。
【発明を実施するための形態】
【００６７】
　以下に添付図面を参照して、この発明にかかる画像処理装置、画像処理システム、画像
処理方法、およびその方法をコンピュータに実行させるプログラムを記録したコンピュー
タ読み取り可能な記録媒体の好適な実施の形態（実施の形態１～３）を詳細に説明する。
【００６８】
〔実施の形態１〕
（画像処理システムのシステム構成）
　まず、画像処理装置を含む画像処理システムのシステム構成について説明する。図１は
、この発明の実施の形態１にかかる画像処理装置を含む画像処理システムのシステム構成
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を示す説明図である。
【００６９】
　図１の画像処理システムにおいて、１００は、画像処理装置であり、１０１は、ＬＡＮ
であり、１０２は、パーソナルコンピューター（ＰＣ）であり、１０３は、スキャナーで
あり、１０４は、プリンターであり、１０５はハードディスク（ＨＤ）である。また、１
１０は、電話回線であり、１１１は、ファクシミリ装置であり、１２０は、ネットワーク
（インターネット）であり、１３０は、ＣＤ－Ｒ、ＤＶＤに代表される着脱可能な記録媒
体およびその読取／書込装置である。
【００７０】
　ここで、画像処理装置１００であるディジタル複合機は、装置本体に原稿読取（スキャ
ナー）機能、画像形成（プリンター）機能および大容量のデータ記憶部を備えているとと
もに、ＬＡＮ１０１を介して、ＰＣ１０２、スキャナー１０３、プリンター１０４、ＨＤ
１０５と接続されている。
【００７１】
　また、画像処理装置１００であるディジタル複合機は、電話回線１１０を介して他のフ
ァクシミリ装置１１１と接続可能であり、電話回線１１０で他のファクシミリ装置１１１
と画像データを送受信することができる。さらに、インターネットに代表されるネットワ
ーク１２０と接続可能であり、ネットワーク１２０から画像データを受信することができ
るとともに、ネットワーク１２０へ画像データを送信することもできる。
【００７２】
　また、画像処理装置１００であるディジタル複合機は、ＣＤ－Ｒ、ＤＶＤと接続可能で
あり、ＣＤ－Ｒ、ＤＶＤに記憶された画像データの処理をすることができるとともに、画
像データをＣＤ－Ｒ、ＤＶＤに記憶することもできる。
【００７３】
（画像処理装置のハードウエア構成）
　つぎに、画像処理装置１００であるディジタル複合機のハードウエア構成について説明
する。図２は、実施の形態１にかかる画像処理装置のハードウエア構成の一例を示すブロ
ック図である。図２において、２０１は、処理制御部であり、２０２は、原稿読取装置（
ユニット）であり、２０３は、画像形成装置（ユニット）であり、２０４は、ファクシミ
リ制御装置（ユニット）であり、２０５は、ネットワークＩ／Ｆであり、２０６は、デー
タ記憶部であり、画像処理装置１００は、上記各構成部を備えている。また、２０７は、
画像処理装置に接続された外部記憶装置である。
【００７４】
　処理制御部２０１は、後述する第１選択部６０１によって選択された入力部６０３によ
り入力された画像データを第２選択部６０２によって選択された出力部６０４により出力
するよう、入力部６０３および出力部６０４を制御する。入力部６０３としては、原稿読
取装置２０２、データ記憶部２０６、外部記憶装置２０７、さらには、ファクシミリ制御
装置（ユニット）２０４、ネットワークＩ／Ｆ２０５などが挙げられる。また、出力部６
０４としては、画像形成装置（ユニット）２０３、データ記憶部２０６、外部記憶装置２
０７、ファクシミリ制御装置（ユニット）２０４、ネットワークＩ／Ｆ２０５などが挙げ
られる。
【００７５】
　図３は、実施の形態１にかかる画像処理装置１００の原稿読取装置（ユニット）２０２
のハードウエア構成の一例を示すブロック図である。原稿読取装置（ユニット）２０２に
よりおこなわれる処理としては以下のようなものがある。
【００７６】
たとえば、
　（１）光学系による原稿反射光の読み取り処理、
　（２）ＣＣＤ（Ｃｈａｒｇｅ　Ｃｏｕｐｌｅｄ　Ｄｅｖｉｃｅ：電荷結合素子）での電
気信号への変換処理、
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　（３）Ａ／Ｄ変換器でのディジタル化処理、
　（４）シェーディング補正処理（光源の照度分布ムラを補正する処理）、
　（５）スキャナーγ補正処理（読み取り系の濃度特性を補正する処理）、
などである。
【００７７】
　原稿読取装置（ユニット）２０２は、読取ユニット３０１と、センサー・ボード・ユニ
ット３０２とから構成される。原稿を光学的に読み取る読取ユニット３０１は、図示を省
略するランプとミラーとレンズから構成され、原稿に対するランプ照射の反射光をミラー
およびレンズにより受光素子に集光する。
【００７８】
　受光素子、たとえばＣＣＤは、センサー・ボード・ユニット３０２に搭載され、ＣＣＤ
において電気信号に変換された画像データはディジタル信号に変換された後、センサー・
ボード・ユニット３０２から出力（送信）される。センサー・ボード・ユニット３０２か
ら出力（送信）された画像データは処理制御部へ送られる。また、センサー・ボード・ユ
ニット３０２において光学系およびディジタル信号への量子化にともなう信号劣化（スキ
ャナー系の信号劣化とする）を補正する。
【００７９】
　また、図４は、実施の形態１にかかる画像処理装置１００の画像形成装置（ユニット）
２０３のハードウエア構成の一例を示すブロック図である。画像形成装置（ユニット）２
０３によりおこなわれる処理としては以下のようなものがある。
【００８０】
　たとえば、
　（１）エッジ平滑処理（ジャギー補正処理）、
　（２）ドット再配置のための補正処理、
　（３）画像信号のパルス制御処理、
などである。
【００８１】
　画像形成装置（ユニット）２０３は、ビデオ・データ制御部４０１と、作像ユニット（
エンジン）４０２とから構成される。ビデオ・データ制御部４０１は、入力される画像デ
ータに対して、作像ユニット４０２の特性に応じて、追加の処理をおこなう。
【００８２】
　すなわち、面積階調に変化された信号に対して、エッジ平滑処理によるドットの再配置
処理をおこない、ドット形成のための画像信号のパルス制御をおこない、上記の処理がお
こなわれた画像データを作像ユニット４０２へ出力する。作像ユニット４０２においては
、ビデオ・データ制御部４０１から出力された上記画像データを入力し、その画像データ
に基づいて、転写紙上に再生画像を形成する。
【００８３】
　また、図５は、実施の形態１にかかる画像処理装置のファクシミリ制御装置（ユニット
）２０４のハードウエア構成の一例を示すブロック図である。図５のブロック図において
、ファクシミリ制御ユニット２０４は、ファクシミリ送受信部５０１と外部Ｉ／Ｆ５０２
とから構成される。ここで、ファクシミリ送受信部５０１は、画像データを通信形式に変
換して外部回線に送信し、また、外部からのデータを画像データに戻して外部Ｉ／Ｆ５０
２および（パラレル）バス５１０を介して画像形成装置（ユニット）２０３によって記録
出力する。
【００８４】
　ファクシミリ送受信部５０１は、ファクシミリ画像処理部５０３、画像メモリー５０４
、メモリー制御部５０５、データ制御部５０６、画像圧縮伸張部５０７、モデム５０８お
よび網制御装置５０９を含む構成である。このうち、ファクシミリ画像処理に関し、受信
画像に対する二値スムージング処理は、ビデオ・データ制御部４０１においておこなう。
また、画像メモリー５０４は、出力バッファー機能を有する。
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【００８５】
　このように構成されたファクシミリ送受信部５０１では、画像データの伝送を開始する
ときに、データ制御部５０６がメモリー制御部５０５に指令し、画像メモリー５０４から
蓄積している画像データを順次読み出させる。読み出された画像データは、ファクシミリ
画像処理部５０３によって元の信号に復元されるとともに、密度変換処理および変倍処理
がなされ、データ制御部５０６に加えられる。
【００８６】
　データ制御部５０６に加えられた画像データは、画像圧縮伸張部５０７によって符号圧
縮され、モデム５０８によって変調された後、網制御装置５０９を介して宛先へと送出さ
れる。そして、送信が完了した画像情報は、画像メモリー５０４から削除される。
【００８７】
　受信時には、受信画像は一旦画像メモリー５０４に蓄積され、そのときに受信画像を記
録出力可能であれば、１枚分の画像の受信を完了した時点で記録出力する。また、複写動
作時に発呼されて受信を開始したときは、画像メモリー５０４の使用率が所定値、たとえ
ば８０％に達するまでは画像メモリー５０４に蓄積し、画像メモリー５０４の使用率が８
０％に達した場合には、そのときに実行している書き込み動作（複写出力動作）を強制的
に中断し、受信画像を画像メモリー５０４から読み出し記録出力する。
【００８８】
　このとき画像メモリー５０４から読み出した受信画像は画像メモリー５０４から削除し
、画像メモリー５０４の使用率が所定値、たとえば１０％まで低下した時点で中断してい
た書き込み動作を再開し、その書き込み動作をすべて終了した時点で、残りの受信画像を
記録出力する。また、書き込み動作を中断した後に、再開できるように中断時における書
き込み動作のための各種パラメーターを内部的に退避し、再開時に、パラメーターを内部
的に復帰する。
【００８９】
（画像処理装置の操作部の構成）
　つぎに、画像処理装置１００の操作部の構成について説明する。図６は、実施の形態１
にかかる画像処理装置の操作部の構成を機能的に示すブロック図である。図６のブロック
図において、画像処理装置１００の操作部は、選択部６００および表示部６１０とから構
成される。さらに選択部６００は、第１選択部６０１および第２選択部６０２を有する。
また、表示部６１０は、第１表示部６１１、第２表示部６１２、第３表示部６１３、第４
表示部６１４を有する。
【００９０】
　また、入力部６０３は、画像データを入力する、それぞれ異なる機能を有する複数の入
力部（入力部Ａ、入力部Ｂ・・・）からなる。同様に、出力部６０４は、画像データを出
力する、それぞれ異なる機能を有する複数の出力部（出力部Ａ、出力部Ｂ・・・）からな
る。
【００９１】
　第１選択部６０１は、複数の入力部６０３の中から所望の入力部を選択する。そして、
第１表示部６１１は、後述する表示画面（たとえば、図７に示す表示画面７０１）を制御
して、入力部６０３が第１選択部によって選択された際に、選択された入力部６０３の画
像データの入力条件を設定する入力条件設定画面を表示する。第１表示部６１１に表示さ
れる入力条件設定画面の内容については後述する。
【００９２】
　また、第２選択部６０２は、複数の出力部６０４の中から所望の出力部を選択する。そ
して、第２表示部６１２は、上記表示画面を制御して、出力部６０４が第２選択部によっ
て選択された際に、選択された出力部６０４の画像データの出力条件を設定する出力条件
設定画面を表示する。第２表示部６１２に表示される出力条件設定画面の内容についても
後述する。
【００９３】
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　また、第３表示部６１３は、上記表示画面を制御して、文字、記号、絵等から構成され
た、各入力部６０３を示すキー（たとえば、タッチパネルなどをもちいる）を表示する。
そして、第１選択部６０１は、第３表示部６１３に表示されたキーを押下または接触する
ことにより入力部６０３を選択するようにしてもよい。第３表示部６１３に表示される表
示画面の内容については後述する。
【００９４】
　また、第４表示部６１４は、第３表示部６１３と同様に、上記表示画面を制御して、文
字、記号、絵等から構成された、各出力部６０４を示すキーを表示する。そして、第２選
択部６０２は、第４表示部６１４に表示されたキーを押下または接触することにより出力
部６０３を選択するようにしてもよい。第４表示部６１４に表示される表示画面の内容に
ついても後述する。
【００９５】
　なお、選択部６００、表示部６１０は、それぞれ図示を省略するＲＯＭ、ＲＡＭ、ハー
ドディスク、フレキシブルディスク等の記録媒体に記録されたプログラムに記載された命
令にしたがってＣＰＵが命令処理を実行することにより、各部の機能を実現する。
【００９６】
　図７は、実施の形態１にかかる画像処理装置の操作部７００の外観の一例を示す説明図
である。図７において、操作部７００はその中央に操作の状態やメッセージを表示するタ
ッチパネル式の表示画面７０１を備える。表示画面７０１は、パネル表面に接触すること
によりキー入力できるタッチパネルキーと表示用ＬＣＤとにより構成される。タッチパネ
ルキーの検出回路および座標検出方法については公知の技術をもちいることにより実現可
能であり、その詳細な説明については省略する。
【００９７】
　また、表示画面７０１の左となりの位置には、設定キー群７０２が配置される。設定キ
ー群７０２の詳細な内容については後述する。また、表示画面７０１の右となりの位置に
は、テンキー／♯キー（エンターキー）７０３が配置される。また、その右側には、処理
開始の指示をするスタートキー７０４、および入力した数値を取り消したり、処理を中断
または中止するためのクリア／ストップキー７０５が配置される。
【００９８】
　また、テンキー／♯キー７０３の上側には、リセット／予熱キー７０６と、割り込みキ
ー７０７と、割り込みキー７０７の下側には試しコピーキー７０８とがそれぞれ配置され
る。試しコピーは、複数部数コピーするときに最初の一部のコピーで仕上がりを確認する
ためのものである。また、リセット／予熱キー７０６の左側には、プログラムキー７０９
が配置される。さらにまた、設定キー群７０２の上側には、使用条件に合わせて初期設定
値や操作条件を変更するための初期設定／カウンターキー７１０が配置される。
【００９９】
（表示画面の内容）
　図８～１０は、実施の形態１にかかる画像処理装置の操作部の表示画面に表示される表
示内容の一例を示す説明図である。図８は、表示画面の基本表示（初期画面あるいはメニ
ュー画面）の一例を示すものである。この基本表示は後述する設定キー群７０２の「メニ
ュー」キー２８０１を押下することによっても表示するようにすることができる。図８に
おいて、８０１は、入力形式を選択するエリア（入力形式選択エリア）であり、８０２は
、出力形式を選択するエリア（出力形式選択エリア）である。
【０１００】
　また、矢印８００は、画像データの流れ、すなわち、画像データが入力部（入力形式）
で入力処理された後、出力部（出力形式）で出力処理されることを示唆することにより、
操作者が直感的に入力形式および出力形式を認識することができ、操作者の誤操作を有効
に防止することができる。
【０１０１】
　入力形式選択エリア８０１には、入力部６０３として入力することが可能な入力形式を
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表示する。具体的には、入力形式（入力部６０３）として原稿読取装置（ユニット）２０
２を選択するための「原稿読み取り」キー８１１と、データ記憶部２０６を選択するため
の「本体蓄積データ」キー８１２と、外部記憶装置２０７を選択するための「外部蓄積デ
ータ」キー８１３とを表示する。操作者は、所望の入力形式を、各キーが表示されている
領域を押下あるいは接触することにより容易に選択することができる。
【０１０２】
　出力形式選択エリア８０２にも同様に、出力部６０４として入力することが可能な出力
形式を表示する。具体的には、出力形式（出力部６０４）として画像形成装置（ユニット
）２０３を選択するための「印刷」キー８２１と、ファクシミリ制御装置（ユニット）２
０４を選択するための「電話回線で送信」キー８２２と、ネットワークＩ／Ｆ２０５を選
択するための「ネットワークで送信」キー８２３と、データ記憶部２０６を選択するため
の「本体にデータ蓄積」キー８２４と、外部記憶装置２０７を選択するための「外部にデ
ータ蓄積」キー８２５とを表示する。
【０１０３】
　図９は、入力形式として「原稿読み取り」キー８１１が、出力形式として「印刷」キー
８２１が選択された状態を示す。選択された入力形式を容易に認識させるようにするため
に、選択されたキーの表示形態を変更するとよい。図９にあっては、「原稿読み取り」キ
ー８１１および「印刷」キー８２１の表示領域を反転表示させるようにしたが、操作者に
認識させる用にするための表示形態であれば、反転表示に限らない。たとえば、カラーの
表示装置であれば、表示色を変更させたり、また、操作者により明確に認識させるために
点滅表示にしたりするようにしてもよい。
【０１０４】
　また、入力形式および出力形式の選択が完了すると、図９に示すように、表示画面７０
１の中央下側に「実行」キー９０１を表示する。操作者は、「実行」キー９０１を押下（
接触）する前であれば、入力形式および出力形式の選択を変更することができる。すなわ
ち、操作者は変更したいキーを押下（接触）することにより容易に変更できる。変更され
た場合には、変更されたキーの表示形態を変更し（反転表示し）、変更前に選択されてい
たキーの表示形態は元の状態に戻す。
【０１０５】
　「実行」キー９０１が押下されたことを検知して、表示画面を切り替えることにより図
１０に示す内容に変更する。図１０に示すように、入力形式選択エリア８０１が表示され
ていた領域に入力条件設定エリア１００１を、出力形式選択エリア８０２および「実行」
キー９０１が表示されていた領域に出力条件設定エリア１００２を、それぞれ表示する。
【０１０６】
　入力条件設定エリア１００１は、選択された入力形式（入力部６０３）における画像デ
ータの入力条件を設定するものである。したがって、選択された入力形式によって表示さ
れる内容が異なる。出力条件設定エリア１００２は、選択された出力形式（入力部６０４
）における画像データの出力条件を設定するものである。したがって、選択された出力形
式によって表示される内容が異なる。図１０に示す入力条件設定エリア１００１は、「原
稿読み取り」キー８１１に対応するものであり、出力条件設定エリア１００２は、「印刷
」キー８２１に対応するものである。
【０１０７】
　入力条件設定エリア１００１には、原稿の種類を設定するための「原稿種類」キー１０
１１と、原稿の読み取り濃度を調整するための「濃度調整」キー１０１２と、特殊原稿送
りが必要な場合にその設定をするための「特殊原稿送り」キー１０１３とを表示する。そ
れぞれのキーを押下（接触）することにより、さらに各設定をおこなうための別の設定画
面が表示される。それらの設定画面については図示を省略する。
【０１０８】
　また、入力条件設定エリア１００１の下側には、選択された入力形式を表示したタグ（
「原稿読み取り」）１０１０を表示する。これにより、操作者が容易に入力条件を設定し
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ようとしている入力形式を認識することができる。
【０１０９】
　また、出力条件設定エリア１００２には、記録紙のサイズを選択するためのトレイ選択
キー１０２１～１０２３と、変倍（拡大、縮小）処理を設定するための「変倍」キー１０
２４と、複数枚の原稿を１枚の用紙の中にコピーするなどの印刷する際の編集を設定する
ための「編集」キー１０２５と、両面印刷処理を設定するための「両面」キー１０２６と
、印刷された記録紙のパンチやステープル作業などの後処理を設定するための「後処理」
キー１０２７とを表示する。
【０１１０】
　また、入力条件設定エリア１００１と同様に、出力条件設定エリア１００２の下側には
、選択された出力形式を表示したタグ（「印刷」）１０２０を表示する。これにより、操
作者が容易に出力条件を設定しようとしている入力形式を認識することができる。
【０１１１】
　上記のようにして、入力形式および出力形式の選択、入力条件の設定および出力条件の
設定が終了した後、図７に示したスタートキー７０４が押下されるのを待って、上記設定
された所望の画像処理を開始する。
【０１１２】
　図１１は、実施の形態１にかかる画像処理装置の図８～図１０に示された操作指示に対
応した処理の内容を示す説明図である。図８～図１０において、選択された入力形式は「
原稿読み取り」であったので、入力部６０３として、画像読み取り装置（ユニット）２０
２により原稿を読み取り、読み取った画像データを処理制御部２０１で処理をおこなう。
また、出力形式は「印刷」であったので、出力部６０４として、画像形成装置（ユニット
）２０３により、画像データを印刷する。
【０１１３】
　図１２は、実施の形態１にかかる画像処理装置の操作部の表示画面７０１に表示される
表示内容の別の一例を示す説明図である。図８に示した基本表示において、入力形式とし
て「原稿読み取り」キー８１１が、出力形式として「電話回線で送信」キー８２２が選択
された場合に、図１２に示す表示画面となる。ここで、入力条件設定エリアは図１０に示
した入力条件設定エリア１００１と同様の内容となる。
【０１１４】
　また、入力条件設定エリア１００１の下側には、選択された入力形式を表示したタグ（
「原稿読み取り」）１０１０を表示する。これにより、操作者が容易に入力条件を設定し
ようとしている入力形式を認識することができる。
【０１１５】
　一方、出力条件設定エリア１２０１は、図１０に示した出力条件設定エリア１００２と
は異なり、電話回線で送信する際の条件を設定するための表示内容となっている。これは
、相手先の設定など、ファクシミリ送信をするために必要な条件を設定することがその主
な目的となっている。具体的には、宛先入力欄１２０２と、「宛先」キー１２０３と、「
拡張送信」キー１２０４と、「送信補助」キー１２０５とからなる。
【０１１６】
　また、「宛先」キー１２０３、「拡張送信」キー１２０４、「送信補助」キー１２０５
の下側は、上記各キー１２０３～１２０５の押下によって更なる条件の設定をするための
内容を表示する表示領域である。図１２にあっては、「宛先」キー１２０３が選択されて
いるため、宛先を設定するための内容１２０６が表示されている。その内容は、あらかじ
め登録された宛先を示す内容（名称）が各キーとなって表示されていることがわかる。
【０１１７】
　操作者は、表示された内容から所望の宛先（「青山本社」、「大森事業所」、「戸田事
業所」、「新横浜事業所」、「銀座事業所」、「御殿場工場」）を選択する。選択の方法
は上述と同様に、各宛先が表示されている領域がキーになっているので、そのキーを押下
（接触）することによりおこなうことができる。宛先が多く表示しきれない場合は、図示
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を省略する次ページキーを表示させ、そのキーを押下（接触）することにより、次ページ
に別の宛先を表示させることができる。
【０１１８】
　宛先が選択されると、宛先入力欄１２０２に選択された宛先名あるいは宛先のファクシ
ミリ番号などが表示される。また、宛先入力欄１２０２に直接宛先のファクシミリ番号を
図７に示したテンキー７０３をもちいて入力するようにしてもよい。宛先に関する情報が
あらかじめ登録されていない場合に有効である。
【０１１９】
　また、「拡張送信」キー１２０４は、時刻指定など、送信時の拡張機能を設定する際に
もちいる。また、「送信補助」キー１２０５は、自動縮小など、送信時の補助的機能を設
定する際にもちいる。
【０１２０】
　また、出力条件設定エリア１２０１の下側には、選択された出力形式を表示したタグ（
「電話回線で送信」）１２１０を表示する。これにより、操作者が容易に出力条件を設定
しようとしている出力形式を認識することができる。
【０１２１】
　図１３は、実施の形態１にかかる画像処理装置の図１２に示された操作指示に対応した
処理の内容を示す説明図である。図１３に示すように、図１２において選択された入力形
式は「原稿読み取り」であったので、入力部６０３として、画像読み取り装置（ユニット
）２０２により原稿を読み取り、読み取った画像データを処理制御部２０１で処理をおこ
なう。また、出力形式は「電話回線で送信」であったので、出力部６０４として、ファク
シミリ制御装置（ユニット）２０４により、画像データをファクシミリ送信する。
【０１２２】
　図１４は、実施の形態１にかかる画像処理装置の操作部の表示画面７０１に表示される
表示内容の別の一例を示す説明図である。図８に示した基本表示において、入力形式とし
て「原稿読み取り」キー８１１が、出力形式として「ネットワークで送信」キー８２３が
選択された場合に、図１４に示す表示画面となる。ここで、入力条件設定エリアは図１０
に示した入力条件設定エリア１００１と同様の内容となる。
【０１２３】
　一方、出力条件設定エリア１４０１は、図１０に示した出力条件設定エリア１００２や
、図１２に示した出力条件設定エリア１２０１とは異なり、ネットワークで送信する際の
条件を設定するための表示内容となっている。これは、相手先のメールアドレスの設定な
ど、ネットワーク（インターネット）送信をするために必要な条件を設定することがその
主な目的となっている。具体的には、宛先のメールアドレス入力欄１４０２と、「宛先」
キー１４０３と、「送信者」キー１４０４と、「表題」キー１４０５とからなる。
【０１２４】
　また、「宛先」キー１４０３、「送信者」キー１４０４、「表題」キー１４０５の下側
は、上記各キー１４０３～１４０５の押下によって更なる条件の設定をするための内容を
表示する表示領域である。図１４にあっては、「宛先」キー１４０３が選択されているた
め、宛先のメールアドレスを設定するための内容１４０６が表示されている。その内容は
、あらかじめ登録された宛先（個人）を示す内容（名前）が各キーとなって表示されてい
ることがわかる。各キーは当該宛先（個人）のアドレスと対応している。
【０１２５】
　操作者は、表示された内容から所望の個人名（「橋本」、「石田」、「星村」、「矢野
」、「高津」、「森川」）を選択する。選択の方法は上述と同様に、個人名が表示されて
いる領域がキーになっているので、そのキーを押下（接触）することによりおこなうこと
ができる。宛先が多く表示しきれない場合は、図示を省略する次ページキーを表示させ、
そのキーを押下（接触）することにより、次ページに別の宛先を表示させることができる
。
【０１２６】
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　宛先のメールアドレスが選択されると、宛先入力欄１４０２に選択された個人名あるい
は宛先のメールアドレスなどが表示される。また、宛先入力欄１２０２に直接個人のメー
ルアドレスを図７に示したテンキー７０３などをもちいて入力するようにしてもよい。宛
先のメールアドレスに関する情報があらかじめ登録されていない場合に有効である。
【０１２７】
　また、出力条件設定エリア１４０１の下側には、選択された出力形式を表示したタグ（
「ネットワークで送信」）１４１０を表示する。これにより、操作者が容易に出力条件を
設定しようとしている出力形式を認識することができる。
【０１２８】
　図１５は、実施の形態１にかかる画像処理装置の図１４に示された操作指示に対応した
処理の内容を示す説明図である。図１５に示すように、図１４において選択された入力形
式は「原稿読み取り」であったので、入力部６０３として、画像読み取り装置（ユニット
）２０２により原稿を読み取り、読み取った画像データを処理制御部２０１で処理をおこ
なう。また、出力形式は「ネットワークで送信」であったので、出力部６０４として、ネ
ットワークＩ／Ｆ２０５により、画像データをネットワーク１２０へ送信する。ネットワ
ーク１２０を介して、所定のメールアドレスへ画像データが送信される。
【０１２９】
　図１６は、実施の形態１にかかる画像処理装置の操作部の表示画面７０１に表示される
表示内容の別の一例を示す説明図である。図８に示した基本表示において、入力形式とし
て「原稿読み取り」キー８１１が、出力形式として「本体にデータ蓄積」キー８２４が選
択された場合に、図１６に示す表示画面となる。ここで、入力条件設定エリアは図１０に
示した入力条件設定エリア１００１と同様の内容となる。
【０１３０】
　一方、出力条件設定エリア１６０１は、図１０に示した出力条件設定エリア１００２や
、図１２に示した出力条件設定エリア１２０１や、図１４に示した出力条件設定エリア１
４０１とは異なり、画像データをデータ記憶部２０６に記憶（蓄積）する際の条件を設定
するための表示内容となっている。これは、画像データの蓄積するために必要な条件を設
定することがその主な目的となっている。具体的には、「変倍」キー１６０２と、「編集
」キー１６０３と、それらのキーの下側に備えられた、「文書名」キー１６０４と、「登
録者」キー１６０５と、「パスワード」キー１６０６とからなる。
【０１３１】
　「変倍」キー１６０２は、画像データを蓄積する際に変倍（拡大、縮小）処理をおこな
う場合にもちいる。また、「編集」キー１６０３は、画像データを蓄積する際に必要な編
集をおこなう場合にもちいる。また、「文書名」キー１６０４と、「登録者」キー１６０
５と、「パスワード」キー１６０６は、蓄積した画像データを検索する際に必要になる情
報を併せて登録するためのものである。また、「パスワード」キー１６０６によって図示
を省略するパスワード設定画面をもちいてパスワードを設定することにより、蓄積された
画像データの内容を登録者以外に見させないようにすることができる。
【０１３２】
　また、出力条件設定エリア１６０１の下側には、選択された出力形式を表示したタグ（
「本体にデータ蓄積」）１６１０を表示する。これにより、操作者が容易に出力条件を設
定しようとしている出力形式を認識することができる。
【０１３３】
　図１７は、実施の形態１にかかる画像処理装置の図１６に示された操作指示に対応した
処理の内容を示す説明図である。図１６において、選択された入力形式は「原稿読み取り
」であったので、入力部６０３として、画像読み取り装置（ユニット）２０２により原稿
を読み取り、読み取った画像データを処理制御部２０１で処理をおこなう。また、出力形
式は「本体にデータ蓄積」であったので、出力部６０４として、データ記憶部２０６によ
り、画像データを所定の検索用データと対応させて記憶する。
【０１３４】



(19) JP 2010-4575 A 2010.1.7

10

20

30

40

50

　図１８は、実施の形態１にかかる画像処理装置の操作部の表示画面７０１に表示される
表示内容の別の一例を示す説明図である。図８に示した基本表示において、入力形式とし
て「本体蓄積データ」キー８１２が、出力形式として「印刷」キー８２１が選択された場
合に、図１８に示す表示画面となる。
【０１３５】
　入力条件設定エリア１８０１は、データ記憶部２０６に記憶された画像データの中から
画像処理の対象とする所望の画像データを検索する際の検索条件を設定するものである。
具体的には、画像データを文書名および登録者名を特定するものである。入力条件設定エ
リア１８０１には、蓄積された画像データが、それぞれ、ファイルキー１８１１，１８１
２，１８１３，１８１４，１８１５，・・・として、「文書名」、「登録者」、「登録日
」を表示する。
【０１３６】
　操作者は、表示されたファイルキーの中から所望の画像データに該当するファイルキー
を押下（接触）することで、画像処理の対象とする画像データを特定する。蓄積された画
像データ数が多く一度に表示しきれない場合は、図示を省略する次ページキーを表示させ
、そのキーを押下（接触）することにより、次ページに別の宛先を表示させることができ
る。
【０１３７】
　また、入力条件設定エリア１８０１の下側には、選択された入力形式を表示したタグ（
「本体蓄積データ」）１８１０を表示する。これにより、操作者が容易に入力条件を設定
しようとしている入力形式を認識することができる。
【０１３８】
　また、出力条件設定エリアは図１０に示した出力条件設定エリア１００２と同様の内容
となる。上記のようにして、入力形式および出力形式の選択、入力条件の設定および出力
条件の設定が終了した後、図７に示したスタートキー７０４が押下されるのを待って、上
記設定された所望の画像処理を開始する。
【０１３９】
　図１９は、実施の形態１にかかる画像処理装置の図１８に示された操作指示に対応した
処理の内容を示す説明図である。図１８において、選択された入力形式は「本体蓄積デー
タ」であったので、入力部６０３として、データ記憶部２０６により原稿を読み取り、読
み取った画像データを処理制御部２０１で処理をおこなう。また、出力形式は「印刷」で
あったので、出力部６０４として、画像形成装置（ユニット）２０３により、画像データ
を印刷する。
【０１４０】
（画像処理装置の処理手順）
　図２０は、実施の形態１にかかる画像処理装置の一連の処理の手順を示すフローチャー
トである。図２０のフローチャートにおいて、まず、入力形式・出力形式が選択されたか
否かを判断し（ステップＳ２００１）、選択されるのを待って、選択された場合（ステッ
プＳ２００１肯定）は、つぎに、選択された入力形式・出力形式に変更があったか否かを
判断する（ステップＳ２００２）。
【０１４１】
　ステップＳ２００２において、変更があった場合（ステップＳ２００２肯定）は、変更
指示にしたがって入力形式・出力形式を変更し（ステップＳ２００３）、ステップＳ２０
０２へ戻る。一方、ステップＳ２００２において、変更がない場合（ステップＳ２００２
否定）は、つぎに、実行キー９０１が押下（接触）されたか否かを判断する（ステップＳ
２００３）。ここで、実行キー９０１が押下（接触）されない場合（ステップＳ２００４
否定）は、ステップＳ２００２へ移行する。
【０１４２】
　一方、ステップＳ２００４において、実行キー９０１が押下（接触）された場合（ステ
ップＳ２００４肯定）は、つぎに、入力条件設定画面・出力条件設定画面を表示する（ス
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テップＳ２００５）。ここで、入力条件・出力条件が設定されたか否かを判断し（ステッ
プＳ２００６）、設定されるのを待って、設定された場合（ステップＳ２００６肯定）は
、ステップＳ２００７へ移行する。
【０１４３】
　ステップＳ２００７において、入力形式が「本体蓄積データ」あるいは「外部蓄積デー
タ」であるか否かを判断する。ここで、入力形式が「本体蓄積データ」あるいは「外部蓄
積データ」でない場合（ステップＳ２００７否定）は、つぎに、読取用原稿が原稿読取装
置（ユニット）２０２の所定の位置にセットされたか否かを判断する（ステップＳ２００
８）。ここで、原稿がセットされるのを待って、原稿がセットされた場合（ステップＳ２
００８肯定）は、セットされた原稿の読み取り処理をおこなう（ステップＳ２００９）。
その後、ステップＳ２０１２へ移行する。
【０１４４】
　一方、ステップＳ２００７において、入力形式が「本体蓄積データ」あるいは「外部蓄
積データ」である場合（ステップＳ２００７肯定）は、蓄積された画像データの中から所
望の画像データが選択されたか否かを判断する（ステップＳ２０１０）。ここで、画像デ
ータが選択されるのを待って、画像データが選択された場合（ステップＳ２０１０肯定）
は、選択された画像データを読み出し（ステップＳ２０１１）、その後、ステップＳ２０
１２へ移行する。
【０１４５】
　ステップＳ２０１２において、各入力形式により入力された画像データに対して、何も
せずそのままあるいは所定の処理を施した後、選択された出力形式により出力処理をおこ
なう。これにより、一連の処理を終了する。
【０１４６】
　図２１は、本実施の形態１にかかる画像処理装置の一連の処理の別の手順を示すフロー
チャートである。図２１は、ファクシミリ受信あるいはネットワークからのデータの受信
があった場合の処理の手順を示すものである。図２１のフローチャートにおいて、まず、
ファクシミリ受信があったか否かを判断し（ステップＳ２１０１）、ファクシミリ受信が
あった場合（ステップＳ２１０１肯定）は、つぎに、受信した画像データをデータ記憶部
２０６に蓄積する（ステップＳ２１０２）。これにより、一旦ファクシミリ受信画像をデ
ータを蓄積することで、その後にそのファクシミリ受信画像の出力形式を選択できる。し
たがって、単に記録紙に出力してしまうのに比べ、ファクシミリ受信画像の利用価値を向
上させることができる。
【０１４７】
　その後、出力形式が選択されたか否かを判断し（ステップＳ２１０３）、出力形式が選
択された場合（ステップＳ２１０３肯定）は、図２０に示したステップＳ２０１２（ある
いは図２６に示した実施の形態２のステップＳ２６１５）へ移行する。
【０１４８】
　一方、ステップＳ２１０１において、ファクシミリ受信がない場合（ステップＳ２１０
１否定）は、ネットワーク１２０からの画像データがあるか否かを判断する（ステップＳ
２１０４）。ここで、ネットワーク１２０からの画像データがない場合（ステップＳ２１
０４否定）は、ステップＳ２１０１に戻り、ファクシミリ受信またはネットワークからの
データ受信の待機状態となる。この状態で、図２０に示した入力形式・出力形式の選択指
示をおこなうこともできる。
【０１４９】
　一方、ステップＳ２１０４において、ネットワーク１２０からの画像データがあった場
合（ステップＳ２１０４肯定）は、出力形式が選択されたか否かを判断し（ステップＳ２
１０５）、出力形式が選択された場合（ステップＳ２１０５肯定）は、その画像データを
受信し（ステップＳ２１０６）、図２０に示したステップＳ２０１２（あるいは図２６に
示した実施の形態２のステップＳ２６１５）へ移行する。
【０１５０】
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　このように、実施の形態１によれば、操作者は、画像データの入力形式と出力形式を別
個の選択可能であり、したがって、画像処理に対して所望の画像処理を容易に選択し実行
することができる。
【０１５１】
〔実施の形態２〕
　さて、上述した実施の形態１にあっては、入力形式、出力形式ともそれぞれ一つずつ選
択するようにしたが、以下に説明する実施の形態２のように、複数の入力形式、出力形式
を一度に選択するようにしてもよい。なお、実施の形態２による画像処理装置を含む画像
処理システムのシステム構成、画像処理装置のハードウエア構成、画像処理装置の操作部
の構成、画像処理装置の操作部の外観は、実施の形態１と同様であるので、その説明は省
略する。
【０１５２】
（表示画面の内容）
　図２２～２４は、実施の形態２にかかる画像処理装置の操作部の表示画面７０１に表示
される表示内容の一例を示す説明図である。図２２は、実施の形態１の図９と同様の表示
画面であるが、図９とのちがいは、出力形式として、「印刷」キー８２１だけでなく、「
電話回線で送信」キー８２２を選択している点である。したがって、「印刷」キー８２１
だけでなく、「電話回線で送信」キー８２２も反転表示しているのがわかる。
【０１５３】
　この状態で、「実行」キー９０１が押下されたことを検知して、表示画面７０１を切り
替えることにより図２３に示す内容に変更する。図２３に示すように、入力形式選択エリ
ア８０１が表示されていた領域に入力条件設定エリア１００１を、出力形式選択エリア８
０２および「実行」キー９０１が表示されていた領域に出力条件設定エリア１００２を、
それぞれ表示する。
【０１５４】
　ただし、図２３において、図１０に示した出力条件エリア１００１との相違点は、タグ
（「電話回線で送信」）１２１０を同時に表示する点である。そして、タグ１２１０の表
示領域が押下（接触）されたことを検知して、図２４に示すように、出力条件設定エリア
１２０２を表示する。また、図２４に示した状態で、タグ１０２０の表示領域が押下（接
触）されたことを検知して、図２３に示す状態に再び戻すことができる。
【０１５５】
　このように、操作者は、タグ１０２０、１２１０の表示領域を押下（接触）することに
より、容易に出力条件設定エリアの表示内容を変更（切り替え）することができる。入力
条件設定エリア１００１、出力条件設定エリア１００２，１２０１については、図１０，
図１２において説明した内容と同様であるので、それらの説明は省略する。
【０１５６】
　図２５は、実施の形態２にかかる画像処理装置の図２２～２４に示された操作指示に対
応した処理の内容を示す説明図である。図２５において、選択された入力形式は「原稿読
み取り」であったので、入力部６０３として、画像読み取り装置（ユニット）２０２によ
り原稿を読み取り、読み取った画像データを処理制御部２０１で処理をおこなう。また、
出力形式は「印刷」であったので、出力部６０４として、画像形成装置（ユニット）２０
３により、画像データを印刷する。さらに、出力形式は「電話回線で送信」であったので
、出力部６０４として、ファクシミリ制御装置（ユニット）２０４により、画像データを
ファクシミリ送信もおこなう。
【０１５７】
　上記の例では、出力形式のみ複数個選択したが、入力形式を複数選択してもよい。また
、入力形式・出力形式ともに複数個選択するようにしてもよい。複数個であるから、二つ
に限定されるものではなく、三つ以上選択するようにしてもよい。
【０１５８】
（画像処理装置の処理手順）
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　図２６は、実施の形態２にかかる画像処理装置の一連の処理の手順を示すフローチャー
トである。図２６のフローチャートにおいて、まず、入力形式・出力形式が選択されたか
否かを判断し（ステップＳ２６０１）、選択されるのを待って、選択された場合（ステッ
プＳ２６０１肯定）は、つぎに、すべての入力形式・出力形式の選択が終了したか否かを
判断する（ステップＳ２６０２）。具体的には、操作者はすべての入力形式・出力形式の
選択を終了した時点で、「実行」キー９０１を押下する。その押下を検知することで、す
べての入力形式・出力形式の選択が終了したか否かを判断する。
【０１５９】
　ステップＳ２６０２において、すべての選択が終了していない場合（ステップＳ２６０
２否定）は、ステップＳ２６０１へ移行する。一方、ステップＳ２６０２において、すべ
ての選択が終了した場合（ステップＳ２６０２肯定）は、選択された入力形式・出力形式
に変更があったか否かを判断する（ステップＳ２６０３）。
【０１６０】
　ステップＳ２６０３において、変更があった場合（ステップＳ２６０３肯定）は、変更
指示にしたがって入力形式・出力形式を変更し（ステップＳ２６０４）、ステップＳ２６
０３へ戻る。一方、ステップＳ２６０３において、変更がない場合（ステップＳ２６０３
否定）は、つぎに、実行キー９０１が押下（接触）されたか否かを判断する（ステップＳ
２６０５）。ここで、実行キー９０１が押下（接触）されない場合（ステップＳ２６０５
否定）は、ステップＳ２６０３へ移行する。
【０１６１】
　一方、ステップＳ２６０５において、実行キー９０１が押下（接触）された場合（ステ
ップＳ２６０５肯定）は、つぎに、入力条件設定画面・出力条件設定画面を表示する（ス
テップＳ２６０６）。ここで、入力条件・出力条件が設定され、すべての設定が終了した
か否かを判断し（ステップＳ２６０７）、設定されるのを待って、すべての設定が終了し
た場合（ステップＳ２６０７肯定）は、ステップＳ２６０８へ移行する。
【０１６２】
　ステップＳ２６０８において、入力形式が「本体蓄積データ」あるいは「外部蓄積デー
タ」であるか否かを判断する。ここで、入力形式が「本体蓄積データ」あるいは「外部蓄
積データ」でない場合（ステップＳ２６０８否定）は、つぎに、読取用原稿が原稿読取装
置（ユニット）２０２の所定の位置にセットされたか否かを判断する（ステップＳ２６０
９）。ここで、原稿がセットされるのを待って、原稿がセットされた場合（ステップＳ２
６０９肯定）は、セットされた原稿の読み取り処理をおこなう（ステップＳ２６１０）。
そして、ステップＳ２６１３へ移行する。
【０１６３】
　一方、ステップＳ２６０８において、入力形式が「本体蓄積データ」あるいは「外部蓄
積データ」である場合（ステップＳ２６０８肯定）は、蓄積された画像データの中から所
望の画像データが選択されたか否かを判断する（ステップＳ２６１１）。ここで、画像デ
ータが選択されるのを待って、画像データが選択された場合（ステップＳ２６１１肯定）
は、選択された画像データを読み出し（ステップＳ２６１２）、その後、ステップＳ２６
１３へ移行する。
【０１６４】
　ステップＳ２６１３において、選択された入力形式によるすべての入力処理が終了した
か否かを判断する。ここで、すべて終了していない場合（ステップＳ２６１３否定）は、
ステップＳ２６０８へ移行する。そして、ステップＳ２６０８～ステップＳ２６１３まで
の各ステップをすべて終了するまで繰り返しおこなう。
【０１６５】
　ステップＳ２６１３において、すべて終了した場合（ステップＳ２６１３肯定）は、各
入力形式により入力された画像データに対して、何もせずそのままあるいは所定の処理を
施した後、選択された出力形式により出力処理をおこなう（ステップＳ２６１４）。そし
て、選択された出力形式によるすべての出力処理が終了したか否かを判断する（ステップ
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Ｓ２６１５）。
【０１６６】
　ステップＳ２６１５において、すべて終了していない場合（ステップＳ２６１５否定）
は、ステップＳ２６１４へ移行する。そして、ステップＳ２６１４、Ｓ２６１５の各ステ
ップをすべて終了するまで繰り返しおこなう。ステップＳ２６１５において、すべての出
力処理が終了した場合（ステップＳ２６１５肯定）は、これにより、一連の処理を終了す
る。
【０１６７】
　以上説明したように、実施の形態２によれば、一度の操作で、複数の画像データを異な
る入力部６０３から入力し、その入力したデータを出力することができる。また、入力部
６０３により入力されたデータを、一度の操作で複数の出力部６０４によりそれぞれ出力
することができる。
【０１６８】
〔実施の形態３〕
　さて、上述した実施の形態１または２にあっては、入力形式および出力形式を別個の操
作により選択するようにしたが、以下に説明する実施の形態３のように、複数の入力形式
と出力形式の組み合わせをあらかじめ定めて、その組み合わせを指定することにより入力
形式および出力形式を一度の操作で選択するようにしてもよい。なお、実施の形態３によ
る画像処理装置を含む画像処理システムのシステム構成、画像処理装置のハードウエア構
成、画像処理装置の操作部の外観は、実施の形態１または２と同様であるので、その説明
は省略する。
【０１６９】
（画像処理装置の操作部の構成）
　図２７は、実施の形態３にかかる画像処理装置の操作部の構成を機能的に示すブロック
図である。図２７において、図６に示した実施の形態１にかかる画像処理装置の操作部の
構成と異なる点は、組合せ情報記憶部２７０１および第３選択部２７０２をさらに加えた
点である。なお、図６と同一の構成部については同一の符号を付してその説明を省略する
。
【０１７０】
　組合せ情報記憶部２７０１は、第１選択部６０１により選択された入力部６０３と、第
２選択部により選択された出力部６０４との組み合わせに関する情報を記憶する。組合せ
情報記憶部２７０１は、図示を省略するＲＡＭ、ハードディスクなどの記録媒体およびそ
の記憶媒体を読み出したり書き込んだりする読み出し／書き込み装置などによりその機能
を実現する。
【０１７１】
　また、選択部６００は、さらに第３選択部２７０２を有し、第３選択部２７０２は、組
合せ情報記憶部２７０１により記憶された組み合わせに関する情報の中から所望の組み合
わせを選択する。その際、図２に示した処理制御部２０１が、第３選択部２７０２によっ
て選択された入力部６０３および出力部６０４を制御して、入力部６０３により入力され
た画像データを、出力部６０４により出力する。なお、第３選択部２７０２をもちいた具
体的な選択方法については後述する。
【０１７２】
（表示画面の内容）
　図２８～３０は、実施の形態３にかかる画像処理装置の操作部の一部および表示画面７
０１に表示される表示内容の一例を示す説明図である。図２８～３０において、表示画面
７０１の左側には、設定キー群７０２が設けられている。設定キー群７０２は、上から「
メニュー」キー２８０１、「コピー」キー２８０２、「ファクシミリ」キー２８０３、「
スキャナー」キー２８０４、「ユーザー設定１」キー２８０５、「ユーザー設定２」キー
２８０６、「プリンター」キー２８０７が設けられている。
【０１７３】
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　また、図示は省略する（図７においては記載した）が、各キー２８０１～２８０７の近
傍（たとえば左側）に、ＬＥＤを設け、各キーが選択されたことによりそのキーに対応す
るＬＥＤを点灯させるようにしてもよい。これにより、どのキーが選択されたかを操作者
が容易に知ることができる。さらにＬＥＤはキーの近傍に設ける代わりにキートップに設
けるようにしても同様の効果が得られる。
【０１７４】
　さらにまた、ＬＥＤを使う代わりに、他の方法によりキートップの状態を変化させるこ
とで当該キーが選択されたことを操作者に容易に認知させるような構成であってもよい。
以下、図２９および図３０においても同様の構成とすることができる。
【０１７５】
　これらの設定キー群７０２は、表示画面７０１とは別個に設けてある。これにより、よ
り容易にかつ効率的に入力形式と出力形式の組合せにかかる選択をおこなうことができる
。したがって、これらの設定キー群７０２の全部または一部を表示画面７０１にタッチパ
ネル式に表示させるようにしてもよい。
【０１７６】
　「メニュー」キー２８０１が押下されたことを検知すると、図２８に示すように、表示
画面７０１上に図８と同様の基本画面を表示する。また、「コピー」キー２８０２が押下
されると、図２９に示した状態になる。すなわち、「コピー」キー２８０２には、入力形
式として「原稿読み取り」キー８１１が、また、出力形式として「印刷」キー８２１が組
み合わせてとしてあらかじめ登録されており、その登録された組合せによって、入力形式
・出力形式が選択された状態になる。
【０１７７】
　その後は、実施の形態１または２に示した内容と同様である。すなわち、図２９におい
て、「実行」キー９０１が押下されたことを検知し、図３０に示すように、表示画面７０
１に入力条件設定エリア１００１および出力条件設定エリア１００２を表示する。また、
「コピー」キー２８０２が押下された場合には、図２９を表示することなく、直接に図３
０に示した表示画面を表示するようにしてもよい。
【０１７８】
　図３１は、実施の形態３にかかる画像処理装置の操作指示（コピー機能）に対応した処
理の内容を示す説明図である。図３１において、選択された入力形式は「原稿読み取り」
であったので、入力部６０３として、画像読み取り装置（ユニット）２０２により原稿を
読み取り、読み取った画像データを処理制御部２０１で処理をおこなう。また、出力形式
は「印刷」であったので、出力部６０４として、画像形成装置（ユニット）２０３により
、画像データを印刷する。これにより、コピー機能を実現することができる。
【０１７９】
　つぎに、「ファクシミリ」キー２８０３が押下された場合の処理について説明する。図
３２は、実施の形態３にかかる画像処理装置の別の操作指示（ファクシミリ機能）に対応
した処理の内容を示す説明図である。この場合、選択された入力形式は「原稿読み取り」
であるので、入力部６０３として、画像読み取り装置（ユニット）２０２により原稿を読
み取り、読み取った画像データを処理制御部２０１で処理をおこなう。
【０１８０】
　また、出力形式は「電話回線で送信」であるので、出力部６０４として、ファクシミリ
制御装置（ユニット）２０４により、画像データをファクシミリ送信する。これにより、
ファクシミリ機能を実現することができる。
【０１８１】
　つぎに、「スキャナー」キー２８０４が押下された場合の処理について説明する。図３
３は、実施の形態３にかかる画像処理装置の別の操作指示（スキャナー機能）に対応した
処理の内容を示す説明図である。この場合、選択された入力形式は「原稿読み取り」であ
るので、入力部６０３として、画像読み取り装置（ユニット）２０２により原稿を読み取
り、読み取った画像データを処理制御部２０１で処理をおこなう。
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【０１８２】
　また、出力形式は、「本体にデータ蓄積」あるいは「外部にデータ蓄積」のいずれかを
選択することができ、それに対応して、データ記憶部２０６または外部記憶装置１０７に
より画像データを記憶（蓄積）する。これにより、スキャナー機能を実現することができ
る。
【０１８３】
　つぎに、「プリンター」キー２８０４が押下された場合の処理について説明する。図３
４は、実施の形態３にかかる画像処理装置の操作指示（プリンター機能）に対応した処理
の内容を示す説明図である。図３４に示すように、入力形式としては、ネットワークから
受信する場合と、「本体蓄積データ」あるいは「外部蓄積データ」からの入力を受ける場
合を選択することができ、それに対応して、入力部６０３として、ネットワークＩ／Ｆ２
０５、データ記憶部２０６、外部記憶装置２０７から画像データの入力をおこなう。
【０１８４】
　入力された画像データを処理制御部２０１で処理する。そして、また、出力形式は「印
刷」であったので、出力部６０４として、画像形成装置（ユニット）２０３により、画像
データを印刷する。これにより、プリンター機能を実現することができる。
【０１８５】
（画像処理装置の処理手順）
　つぎに、入力形式および出力形式の組み合わせを登録する手順について説明する。図３
５は、実施の形態３にかかる画像処理装置の一連の処理の手順を示すフローチャートであ
る。図３５のフローチャートにおいて、まず、入力形式・出力形式が選択されたか否かを
判断し（ステップＳ３５０１）、選択されるのを待って、選択された場合（ステップＳ３
５０１肯定）は、つぎに、すべての入力形式・出力形式の選択が終了したか否かを判断す
る（ステップＳ３５０２）。具体的には、操作者はすべての入力形式・出力形式の選択を
終了した時点で、「実行」キー９０１を押下する。その押下を検知することで、すべての
入力形式・出力形式の選択が終了したか否かを判断する。
【０１８６】
　ステップＳ３５０２において、すべての選択が終了していない場合（ステップＳ３５０
２否定）は、ステップＳ３５０１へ移行する。一方、ステップＳ３５０２において、すべ
ての選択が終了した場合（ステップＳ３５０２肯定）は、選択された入力形式・出力形式
に変更があったか否かを判断する（ステップＳ３５０３）。
【０１８７】
　ステップＳ３５０３において、変更があった場合（ステップＳ３５０３肯定）は、変更
指示にしたがって入力形式・出力形式を変更し（ステップＳ３５０４）、ステップＳ３５
０３へ戻る。一方、ステップＳ３５０３において、変更がない場合（ステップＳ３５０３
否定）は、つぎに、設定キー群７０２の中から設定キー（「ユーザー設定１」２８０５ま
たは「ユーザー設定２」２８０６）が指定されたか否かを判断する（ステップＳ３５０５
）。ここで、設定キーが指定されない場合（ステップＳ３５０５否定）は、ステップＳ３
５０３へ移行する。
【０１８８】
　一方、ステップＳ３５０５において、設定キーが指定された場合（ステップＳ３５０５
肯定）は、つぎに、指定された設定キーにすでに別の組み合わせが登録済みであるか否か
を判断する（ステップＳ３５０６）。ここで、登録済みでなければ（ステップＳ３５０６
否定）は、ステップＳ３５０９へ移行する。
【０１８９】
　ステップＳ３５０６において、すでに登録済みの場合（ステップＳ３５０６肯定）は、
図示を省略するダイアログを表示し、すでに登録済みであることを操作者に知らせるとと
もに、すでに登録済みの組み合わせに関する情報に新たに登録する情報を上書き可能かど
うかの指示を待つ（ステップＳ３５０７）。ここで、上書きＯＫでない場合（ステップＳ
３５０７否定）は、ステップＳ３５０５へ移行し、設定キーの指定をやり直す。
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【０１９０】
　ステップＳ３５０７において、上書きＯＫの場合（ステップＳ３５０７肯定）は、上記
登録済みデータを削除し（ステップＳ３５０８）、その後、設定キーの登録処理をおこな
う（ステップＳ３５０９）。そして、すべての処理を終了する。また、設定キー群７０２
をタッチパネル方式とする場合は、キーの名称を登録し、その名称を表示するようにする
こともできる。
【０１９１】
　つぎに、第３選択部２７０２による組み合わせの選択処理について説明する。図３６は
、実施の形態３にかかる画像処理装置の一連の処理の別の手順を示すフローチャートであ
る。図３６のフローチャートにおいて、まず、設定キーが押下されたか否かを判断する（
ステップＳ３６０１）。ここで、設定キーが押下されるのを待って、押下された場合（ス
テップＳ３６０１肯定）は、押下された設定キーに対応して記憶された組み合わせ情報を
組合せ情報記憶部２７０１の中から検索する（ステップＳ３６０２）。
【０１９２】
　つぎに、検索された結果に基づいて、入力形式を特定し（ステップＳ３６０３）、さら
に、出力形式を特定する（ステップＳ３６０４）。そして、特定された入出力形式を図２
９に示すように表示する（ステップＳ３６０５）。その後、図２０に示したステップＳ２
００２（あるいは図２６に示したステップＳ２６０３）へ移行する。また、設定キーが押
下されたときに直接図３０等に示す条件入力画面を表示する場合には、ステップＳ３６０
４からステップＳ２００５またはステップＳ２６０６へ移行するようにすればよい。
【０１９３】
　以上説明したように、実施の形態３によれば、頻繁に使用する組み合わせを記憶し、設
定キーとして登録することができるので、入力形式および出力形式を一度の操作で選択す
ることができる。
【０１９４】
　このように、本発明にかかる画像送信装置は、同一の画像データに基づいて異なった送
信手段の宛先に同時に送信する画像送信装置であって、任意の宛先と送信手段の組み合わ
せを登録する登録手段を有することを特徴とする。また、本発明にかかる画像送信方法は
、同一の画像データに基づいて異なった送信手段の宛先に同時に送信する画像送信方法で
あって、任意の宛先と送信手段の組み合わせを登録する登録工程を有することを特徴とす
る。
【０１９５】
　なお、本実施の形態で説明した画像処理方法は、あらかじめ用意されたプログラムをパ
ーソナルコンピューターやワークステーション等のコンピュータで実行することにより実
現することができる。このプログラムは、ハードディスク、フレキシブルディスク、ＣＤ
－ＲＯＭ、ＭＯ、ＤＶＤ等のコンピュータで読み取り可能な記録媒体に記録され、コンピ
ュータによって記録媒体から読み出されることによって実行される。またこのプログラム
は、上記記録媒体を介して、インターネット等のネットワークを介して配布することがで
きる。
【符号の説明】
【０１９６】
　１００　画像処理装置
　１０１　ＬＡＮ
　１０２　パーソナルコンピューター（ＰＣ）
　１０３　スキャナー
　１０４　プリンター
　１０５　ハードディスク（ＨＤ）
　１１０　電話回線
　１１１　ファクシミリ装置
　１２０　ネットワーク（インターネット）
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　１３０　ＣＤ－Ｒ、ＤＶＤ
　２０１　処理制御部
　２０２　原稿読取装置（ユニット）
　２０３　画像形成装置（ユニット）
　２０４　ファクシミリ制御装置（ユニット）
　２０５　ネットワークＩ／Ｆ
　２０６　データ記憶部
　２０７　外部記憶装置
　３０１　読取ユニット
　３０２　センサー・ボード・ユニット
　４０１　ビデオ・データ制御部
　４０２　作像ユニット（エンジン）
　５０１　ファクシミリ送受信部
　５０２　外部Ｉ／Ｆ
　５０３　ファクシミリ画像処理部
　５０４　画像メモリー
　５０５　メモリー制御部
　５０６　データ制御部
　５０７　画像圧縮伸張部
　５０８　モデム
　５０９　網制御装置
　５１０　（パラレル）バス
　６００　選択部
　６０１　第１選択部
　６０２　第２選択部
　６０３　入力部
　６０４　出力部
　６１０　表示部
　６１１　第１表示部
　６１２　第２表示部
　６１３　第３表示部
　６１４　第４表示部
　７００　操作部
　７０１　表示画面
　７０２　設定キー群
　７０３　テンキー／♯キー（エンターキー）
　７０４　スタートキー
　８０１　入力形式選択エリア
　８０２　出力形式選択エリア
　９０１　「実行」キー
１００１　入力条件設定エリア
１００２，１２０１，１４０１，１６０１　出力条件設定エリア
１０１０，１０２０，１２１０，１４１０，１６１０，１８１０　タブ
２８０１　「メニュー」キー
２８０２　「コピー」キー
２８０３　「ファクシミリ」キー
２８０４　「スキャナー」キー
２８０５　「ユーザー設定１」キー
２８０６　「ユーザー設定２」キー
２８０７　「プリンター」キー
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